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面　積　　33万km2

人　口　　3266万人（2020年央推計）

首　都　　クアラルンプール

言　語　　マレー語，ほかに華語，タミル語，英語など

宗　教　　イスラーム教，ほかに仏教，ヒンドゥー教など

政　体　　立憲君主制
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選挙なき政権交代を実現するも，
前途多難な新政権
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概　　況
　2020年のマレーシアは，2018年総選挙以来の突然の政権交代に加え，新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大という政治，経済，社会いずれの側面でも前例のな
い事態に直面し続けた。
　 ₂ 月末，希望連盟（Pakatan Harapan）政権が過半数の下院議員の支持を維持でき
なくなったことから政権交代に至り，国民同盟政権（Perikatan Nasional：PN）が成
立した。ムヒディン・ヤシン首相率いる新政権は，新型コロナウイルス感染拡大
の抑制という課題に早速直面することとなった。政府は ₃ 月に「活動制限令」

（Movement Control Order：MCO）を全土に発し，必要不可欠なサービスを除く社
会経済活動を停止させることで対応した。状況の改善に応じて段階的に制限は解
除されたが，10月以降，新規感染者数が急増した。一方，与党内ではマレーシア
統一プリブミ党（Bersatu）に対する統一マレー人国民組織（UMNO）の不満がしば
しば湧き上がり，与野党が連立工作を繰り広げるなど，不安定な政治状況は継続
している。
　経済面では，2009年の世界金融危機以来のマイナス成長，かつ1998年のアジア
通貨危機に次ぐ下落幅となり，実質国内総生産（GDP）成長率は前年の4.3％から
マイナス5.6％へと大きく下降した。こうした新型コロナウイルス感染症拡大の
経済への影響を軽減するため，政府は ₅ 回にわたって景気刺激策を発表した。
　対外関係では，外国人労働者が多く居住する集合住宅などでクラスター感染

（小規模な患者の集団）が頻発し，ロックダウン（都市封鎖）下での住民への対応に
おいて諸外国の大使館に積極的な関与を求めた。中国とは南シナ海をめぐる問題
が継続している。またシンガポールとクアラルンプールを結ぶ高速鉄道（HSR）建
設計画は撤回されることが決定した。

2020年のマレーシア

https://doi.org/10.24765/asiadoukou.2021.0_315
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国 内 政 治

希望連盟政権の崩壊と「選挙なき政権交代」
　2019年は与党内での不和や補欠選挙での敗北が続き，希望連盟政権の不安定性
が目立った 1 年であったが（『アジア動向年報2020』参照），2020年も年初から波
乱含みの幕開けであった。 1 月 ₂ 日，ジャウィ書写授業をめぐる混乱などの責任
を取ってマズリー・マリク教育大臣が辞任し，18日にはサバ州の連邦議会下院補
欠選挙で野党 UMNO が勝利した。
　そして， ₂ 月初めにザヒド・ハミディUMNO 総裁が同党とマハティール首相
が会長を務める Bersatu との連携により，UMNO の政権復帰と新政権樹立を画策
しているという UMNO 幹部の告発を契機として，政界再編の可能性が表面化し
た。前年から続くマハティール首相の後継をめぐる問題や人民公正党（PKR）内で
のアンワル・イブラヒム総裁とアズミン・アリ経済相との対立に乗じて，こうし
た連立組み換え工作が湧き起こったのである（『アジア動向年報2020』参照）。と
はいえ，この時点では水面下での政治家のやり取りについて，マスコミが憶測を
交わすのみであった。
　政界再編が現実的となったのは， ₂ 月23日日曜日である。午前中から Bersatu
最高評議会と PKR のアズミン派，さらに午後には UMNO 最高評議会，と各党・
派閥の臨時会合が続々と行われたことで，連立の組み換えが行われるという観測
が強まった（アズミン派のこの会合がクアラルンプール郊外のシェラトンホテル
で行われ，ここに他の政党の幹部が合流する展開となったため，一連の政界再編
は「シェラトン・ムーブ」と呼ばれている）。同日夕方，与党である Bersatu，
PKR アズミン派，サバ伝統党（Warisan）が野党の UMNO，汎マレーシア・イス
ラーム党（PAS），サラワク政党連合（GPS）とともに，すなわち ₆ 党・派の指導者
で王宮へ赴き，国王に対しマハティールを首相とする新しい連立政権の結成を申
し立てた。しかし，首相として担がれたマハティール自身は今回の連立組み換え，
とくに UMNO のナジブ元首相らとの共闘を支持しておらず，同月24日に首相お
よび Bersatu 会長を辞任した。国王は，次の首相を任命するまでの暫定首相とし
てマハティールを任命した。
　マレーシアでは，国王が下院議員の過半数の支持を得る議員を判断し，首相と
して任命すると連邦憲法で定められている。そこで，国王は誰が過半数の支持を
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得るのか把握するため，同月25日から26日にわたって全下院議員と面会した。と
ころが，この ₂ 日間で希望連盟，与党造反組，野党の各陣営が推す首相候補は変
遷した。当初，いずれの陣営もマハティールを首相候補としていたが，希望連盟
は26日にアンワル PKR 総裁のもとにまとまる一方，27日には与党造反組と野党
がムヒディン Bersatu 総裁を軸に動き始めた。国王は全下院議員との面会では過
半数の支持を得る候補者を判断できなかったとして，同月29日に再び各政党の党
首と面会すると発表した。そして，Bersatu，24日に PKR 離党を発表していたア
ズミン率いるグループ，UMNO，PAS，GPS の幹部が29日午前に王宮を訪れ，ム
ヒディン Bersatu 総裁を首相候補として国王へ推薦した。これらの与党造反組と
野党で，下院定数222のうち115人となり過半数となったため，同日国王はムヒ
ディンを首相に任命したのである。マハティールと希望連盟は28日から29日にか
けて，再びマハティールを首相として協力する方向へ合意し，Warisan も加わっ
たが，先に過半数の獲得が確実であったのは与党造反組と野党であった。ムヒ
ディンの首相任命が発表された後も，マハティールらは希望連盟こそが過半数の
支持を得ているとして再度面会を求めたが，国王が決定を覆すことはなかった

（一連の政界再編の詳しい経緯については，中村正志「ドキュメント『マレーシ
ア2020年 ₂ 月政変』」『IDE スクエア』2020年 ₃ 月を参照）。
　希望連盟政権の崩壊の背景には，有権者の急速な与党離れがあった。世論調査
会社ムルデカ・センターの調査（2020年 ₉ 月 ₂ 日付）によれば，2019年10月以降，
マハティール首相への支持率は不支持率を下回り，2020年 ₂ 月の政権交代前には
37％となっていた。とくにマレー系を中心とする支持の低下は，2019年11月の補
欠選挙での Bersatu の敗北からも明らかであり，次回総選挙での後退が危惧され
ていた。そのためムヒディンは野党との合流を，マハティールは野党を取り込ん
だ統一政府を志向したとみられ，こうした動きは他の与党 ₃ 党との亀裂をますま
す深めた。また一連の連立工作は，政治家個人および政党間の遺恨により複雑化
した。2018年総選挙での政権交代後まもない時期から，首相後継に関してマハ
ティールとアンワル，アンワルとアズミンの不和が表面化していた。さらに，
Bersatu 結成の原因となったマハティールとナジブ元首相らの深い対立や，
UMNO，PAS と民主行動党（DAP）というマレー・ムスリム政党と非マレー・非
ムスリム政党間での積年の対立は，マハティールの統一政府構想の実現を阻んだ。
　かくして，「選挙なき政権交代」で 1 年10カ月続いた希望連盟政権は崩壊し， 
PKR 離党者を含む Bersatu，UMNO を中心とする国民戦線（Barisan Nasional），
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PAS，サバおよびサラワク州の政党・グループで構成され，ムヒディンを首相と
する国民同盟（PN）政権が誕生した。
　しかし，必ずしも PN 政権の成立によって，マレーシアの政情が安定したわけ
ではなく，2020年を通じて与党内，与野党間での衝突が続いた。政権安定化の難
しさは，組閣にも表れていた。ムヒディン首相は ₃ 月 ₉ 日に新内閣の顔ぶれを発
表したが，史上初めて副首相職を置かず，代わりに ₄ 人を上級大臣として登用し
た。潜在的な対抗者の出現や政権内での UMNO や PAS などの影響力の増大を防
ぐ目的とみられる。また，財相には民間から金融業 CIMB グループの CEO で
あったザフルル・アジズを登用し，前政権の方針を引き継ぎ，財相を首相が兼任
することを避ける一方，財相にマレー系を求める UMNO の声にも応じるかたち
となった。同時に，非党派の民間人の登用は，前政権下で省へ改組された経済省
を再び首相府直下の部局に戻した措置とともに，経済政策の決定において与党内
の政党間関係による影響を排除し，首相の影響力を強める狙いがあるとみられる。

政権交代以降の与野党の攻防
　 ₂ 月の政権交代を経ても，2020年内を通じて与野党勢力ともに不安定な状況が
続いた。図 1 には，2020年末時点での与野党主要政党間の関係を示している。与
党は，ムヒディン首相率いる Bersatu と UMNO の間での不和によって PN として

（出所）　筆者作成。実線は結社登録局に登録された政党連合，点線は未登録の政党連合。

図 1　2020年末時点での政党間関係
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公式にまとまることが困難になっている。一方，野党側では，PKR のアンワル
を中心とする希望連盟 ₃ 党とマハティールらの新党は与党 PN への対抗という目
的では一致しているものの，足並みの乱れが目立つ。マハティールとアンワルの
長年の確執や後述するアンワルと UMNO の協力の模索が野党勢力の団結を阻ん
でいる。
　政権交代以降のこうした政党間関係を順に確認していく。まず野党勢力では，
₂ 月の政変の終盤においてマハティールとアンワルら希望連盟は一旦結集したも
のの，政権交代が実現し巻き返しが不可能な状況となると，分裂していった。マ
ハティールと彼を支持する議員 ₅ 人は，UMNO との共闘を拒否し，PN を支持し
ないとしたものの，PN 政権成立後も，しばらくムヒディン首相が総裁を務める
Bersatu に所属している状態であった。 ₅ 月末になり Bersatu は，彼らが ₅ 月18日
に招集された下院で野党側の座席に座ったことをもって，党員資格が無効となっ
たと発表した。その後，マハティールや息子のムクリズらは ₈ 月に新党・祖国戦
士党（Pejuang）を結成した。新党はマレー人の政党であり，与野党どちらの政党
連合とも連携せず，第三極として汚職や権力乱用と闘うとしている。マハティー
ルらと同様に Bersatu を離れ，Pejuang に参加するとみられていた前青年・スポー
ツ大臣のサイード・サディクは，合流せずに新党・マレーシア統一民主連盟

（MUDA）を結成した。MUDA は若年層を中心とする多民族政党として結成され，
設立者には若手の起業家や弁護士，市民活動家らが名を連ねた。
　与党内では，PN 政権の樹立に大きく貢献した UMNO が，政権発足後は
Bersatu と距離を置いた。与党 PN は ₂ 月の政変で新たに結成された連合である
ため，政権発足後にその公式な登録が目指された。 ₅ 月の下院開会にあわせて，
Bersatu を中心に UMNO 率いる国民戦線や PAS など与党各党は，PN 政権を支持
し協力するという覚書を結んだ。 ₈ 月の連合としての登録申請時には PAS とサ
バ州の地域政党 ₂ 党が PN の構成政党として公式に加入したものの，UMNO 率
いる国民戦線は加入を拒否した。他方で，UMNO と PAS が2019年に結成したマ
レー・ムスリム政党連合・国民合意（Muafakat Nasional）も別個に存続しており，
UMNO 幹部はしばしばこの連合を強化する意思を示した。同じく ₈ 月に Bersatu
が国民合意へ加入したと発表されたが，10月の結社登録局への国民合意の申請時
には Bersatu は構成政党に含まれていなかった。UMNO が Bersatu に対して遠心
力を働かせるのは，Bersatu が UMNO から分裂した政党であるために両党の支持
基盤が重複しており，遠からず行われる次回総選挙での候補者調整が困難である
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ことに起因している。
　野党 PKR のアンワル総裁は，こうした状況を利用し，PN 政権を打ち崩そうと
しばしば試みた。PKR は前与党の希望連盟として，DAP と国家信託党（Amanah）
との協力を継続している一方で，アンワルは UMNO と共闘する方向性を模索し
ていた。 ₉ 月末，アンワルは会見を開き，自身が過半数以上の下院議員の支持を
得ており PN 政権は崩壊すると発表した。さらに，ザヒド UMNO 総裁も，アン
ワルによる新政権樹立を支持するという多くの UMNO 議員の決定を尊重すると
いう声明を出した。しかし，アンワルを支持する UMNO 議員の数や名前が明ら
かにされることはなく，UMNO 側からは反論の声が相次いだ。政治対立を諫め
る国王の声明もあり，一旦事態は収束した。11月から行われた下院での2021年度
予算案の審議では，アンワルやマハティールなど野党勢力が否決を目指したもの
の，後述のとおり内容の修正を経て法案は可決されている。しかし，政権を支持
する下院議員の総数は過半数を数人超える程度であり，ムヒディン首相は綱渡り
の政権運営を強いられているといえる。

新型コロナウイルス感染症拡大への対応
　 ₃ 月に誕生した PN 政権にとって最初の，そして喫緊の課題となったのが，新
型コロナへの対応である。マレーシア国内では，2020年内におおむね ₃ 回の新型
コロナ感染拡大の波があった。最初の流行は 1 月末から ₂ 月半ばにかけてであり，
中国からの観光客を中心に感染者が発生した。第 ₂ 波は ₂ 月末から ₆ 月にかけて
生じ，市民間での感染が本格化した。感染拡大の発端となったのは， ₂ 月末から
₃ 月初めに首都郊外スリ・ペタリンで行われた大規模宗教集会でのクラスターで
あった。この集会はイスラム教団体「タブリーグ・ジャアマト」によるもので，
海外からの参加者1500人を含む約 1 万6000人が参加していた。このクラスターで
は，派生したサブクラスターを合わせて3375人の感染者が発生した。第 ₂ 波では
1 日当たりの新規感染者数が100～200人前後であったが， ₉ 月末以降の第 ₃ 波で
は1000～2000人以上と大幅に増加しており，2021年に入っても収束の兆しはみえ
ていない。第 ₃ 波では，不法移民を拘留した収容所内でのクラスターの発生を契
機に，後述する州議会選挙に合わせた州内・州間移動の増加もあってサバ州での
感染が急拡大した。さらにスランゴール州の手袋メーカー・トップグローブの従
業員間やクダ州の刑務所内でのクラスター感染の発生などによって，全国的な新
規感染者数の増加につながった。
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　こうした新型コロナ感染拡大に対し，政府は，ロックダウンの措置を段階的に
講じることで対応してきた。第 ₂ 波では， ₃ 月16日にムヒディン首相が「活動制
限令」（MCO）を同月18日から全土へ発出することを発表した。1988年感染症予
防管理法と1967年警察法に基づき，全国での移動および集会の制限，出入国の制
限，全教育機関の閉鎖，医療，警察，インフラなどの必要不可欠なサービスと生
活必需品の販売店舗を除く政府および民間の事業所の閉鎖などの措置がとられた。
市民の外出や移動は，前述の仕事に従事する場合や，生活必需品の購入や飲食物
の持ち帰り，医療を受ける場合を除いて禁止となった。生活必需品の販売店や飲
食店の営業時間や同行者の制限なども実施され，警察が違反とみなした場合には，
罰金刑か禁固刑あるいはその両方が科されることになった（罰金刑は違反の抑止
に効果が無かったとして， ₄ 月半ばより反則金の徴収ではなく，逮捕・拘留の処
置に変更された）。さらに，大規模なクラスターが発生し，感染拡大の制御が必
要と判断された地区や建造物に対しては，少なくとも ₂ 週間の「強化された活動
制限令」（EMCO）が下され，行政からの食料支給のもとで軍や警察を動員して全
住民の外出禁止および住民以外の立ち入りの禁止措置がとられた。
　こうした措置が奏功し， ₄ 月後半より 1 日当たりの全国新規感染者数が100人
を切るようになったため， ₅ 月 ₄ 日から段階的に経済活動の再開を許可する「条
件付き活動制限令」（CMCO）が各州の状況に応じて適用された。大規模な集会の
実施は依然として制限されるものの，保健省の定める標準運用手順を遵守するこ
とによって企業活動や外出を伴う市民の活動が許可された。 ₆ 月には，「回復の
ための活動制限令」（RMCO）として制限をさらに緩和し，夜間市場や州間移動も
再開された。その後新規感染者数が 1 桁の日が続くなど， ₉ 月まで小康状態が続
き，新型コロナウイルスの蔓延を抑え込んだかと思われた。しかし，前述のとお
り ₉ 月末頃より再び感染が広がり，第 ₂ 波での流行を超える状況となった。　
　そこで，10月末，ムヒディン首相は全国での非常事態宣言の発令を国王に要請
した。国内全土を対象とする非常事態宣言の発令は1969年の民族暴動以来であり，
議会の招集停止や選挙の実施延期を伴いうる。同時期に前述のとおり政治対立が
再燃していたことから，この要請には感染拡大の防止だけでなく，政権崩壊を食
い止める政治的目的もあったとみられる。しかし，国王は，非常事態宣言の発令
を必要とする状況にはないと判断して首相の要請を却下する一方，与野党の政治
家に対し政府を脅かす政争を止め，2021年度予算案の審議に協力するよう呼びか
けた。与野党の政治家はともに国王の意向を受け入れると表明し，政府は12月初
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めに予定されていたサバ州バトゥ・サピ選挙区での下院補欠選挙を，当該選挙区
に限定した非常事態宣言を発令することによって延期した。
　マレーシアでは，連邦憲法の規定上，国王が首相や閣僚の任命などの権限を有
しているものの，従来国王個人の意向が政治過程に反映されることはほとんどな
かった。しかし， ₂ 月の政争で調停役や首相の選任を担い，ムヒディン首相によ
る非常事態宣言の要請を退けるなど，国王の判断が要所で決定的な影響を及ぼす
ようになった。こうした国王の影響力の拡大は，与野党の勢力が伯仲して多数派
の形成が難しく，政治状況が不安定となっていることから生じているといえる。

地方政府での政権交代ドミノ
　連邦政府での政権交代に合わせて，一部の州政府においても連立の組み換えが
生じた。連邦政府の交代に先んじて ₂ 月にジョホール州で， ₃ 月にはマラッカ州
とペラ州で， ₅ 月にクダ州でそれぞれ PN による新しい州政権が成立した。いず
れも Bersatu の連立離脱だけでなく，希望連盟 ₃ 党からの離党者が相次いだため
に，州政権が崩壊した。
　また2020年は，希望連盟政権下であった 1 月に 1 回（サバ州キマニス下院選挙
区），政権交代後，新型コロナ感染が拡大した以降に ₂ 回（パハン州議会チニ選挙
区，ペラ州議会スリム選挙区）の補欠選挙が実施された。
　さらに，サバ州では ₉ 月末に州議会総選挙が実施された。UMNO のムサ・ア
マン元州首相が州議会議員の過半数の支持を得たと主張し，州知事に政権交代を
直訴したことが発端であった。Warisan のシャフィ・アプダル州首相は州議会の
解散を州知事に提案し，同意を得られたため，解散総選挙の実施が決定した。ム
サは州知事による解散決定の無効を裁判所に申し立てたが，却下された。そこで
ムサ自身が州議会選に立候補するものとみられたが，結局立候補はしなかった。
　サバ州では， ₂ 月の連邦政府レベルでの政権交代以降も，2018年総選挙で州議
会の過半数を獲った Warisan と希望連盟などが州政権を担っていたため，連邦与
党である Bersatu や UMNO が野党勢力として挑む選挙となった。与党側では，
Warisan，希望連盟所属政党，統一進歩キナバル組織（UPKO）が与党連合ワリサン
プラスとして協力し，野党側では Bersatu らの PN と UMNO 率いる国民戦線，サ
バ統一党（PBS）がサバ人民連合（GRS）を組んだ。その他にも複数の地域政党が第
三極として加わり，新設の13選挙区を含め，全73議席を争った結果，GRS が38
議席を獲得して勝利し，32議席のワリサンプラスは下野することとなった。両陣
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営は州全体の得票率では GRS が43.42％，ワリサンプラスが43.21％と僅差であっ
たが， ₉ の新設選挙区で GRS が勝利し，先住民を支持基盤にもつ UPKO が ₅ 議
席中 ₄ 議席を失ったことでこうした結果につながった（The Star，2020年 ₉ 月28日）。
州首相の選出にあたっては，UMNO と Bersatu が衝突し，交渉を要した。UMNO
が14議席と，11議席の Bersatu よりも多く獲得していたものの，Bersatu のハジ
ジ・ヌールが州首相に就任するに至った。

経 済

アジア通貨危機に次ぐ水準の大幅なマイナス成長
　2020年の実質 GDP 成長率は，新型コロナウイルス感染拡大とそれに伴う MCO
の実施によって経済活動が制限された影響を受け，前年の4.3％から－5.6％に大
きく縮小した。直近でマイナス成長を記録した世界金融危機の2009年（－1.5％）
よりも下げ幅は大きく，アジア通貨危機が起きた1998年（－7.4％）に次ぐ経済の
縮小となった。各四半期（前年同期比）では，第 1 四半期の0.7％から，MCO が実
施された第 ₂ 四半期には－17.1％と1998年第 ₄ 四半期の－11.2％を超える史上最
大の下落率となった。第 ₃ 四半期以降も移動制限の緩和や再強化の影響を受け，
－2.6％，－3.4％と低調に推移した。
　従来経済成長を支えてきた民間消費支出は，大きく落ち込んだ。第 1 四半期こ
そ前年同期比で6.7％増であったが，移動制限の影響や雇用や所得状況の悪化に
より，第 ₂ 四半期には18.5％減となった。第 ₃ 四半期には2.1％減と下げ幅が縮小
し，移動制限の段階的な解除や賃金助成の効果があったとみられるが，第 ₄ 四半
期は新型コロナ感染拡大の第 ₃ 波で移動制限が強化された影響もあって，4.1％
減となった。他方，政府消費は前年同期比で第 1 四半期から5.0％増，2.3％増，
6.9％増，2.7％増で推移し，緩やかではあるが拡大している。粗固定資本形成は
通年で縮小し，民間投資は第 ₂ 四半期の前年同期比26.4％減を含め，通年で
11.9％減と前年の1.6％増と比べ大きく落ち込んだ。政府投資は，支出削減の影響
から前年も通年で10.8％減であったが，今年は通年で21.4％の減少とさらに落ち
込んだ。財・サービス貿易では，輸出および輸入は通年でそれぞれ8.8％減，
8.3％減となった。純輸出でみると，通年で12.3％減少したものの，製造業の輸出
に支えられ，第 ₃ ～ ₄ 四半期では前年同期比で21.9％増，12.4％増となった。
　産業別では，サービス業（5.5％減），製造業（2.6％減），農業（2.2％減），鉱業
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（10.0％減），建設業（19.4％減）のいずれのセクターでも通年で前年より減少した。
しかし，製造業に関しては，半導体部品の需要増加に伴う世界的な品薄状態から
受注が増加し，第 ₃ 四半期以降は前年同期比でそれぞれ3.3％増，3.0％増と拡大
した。サービス業では観光業の低迷，農業や建設業では外国人労働者の入国制限
に伴う労働力不足と，新型コロナ蔓延による経済活動への影響が続いている。
　通関ベースの輸出入額では，輸出が9809億8800万リンギと前年比1.4％減，輸
入は7961億9410万リンギと前年比6.3％減となった。第 ₃ 四半期以降，経済活動
の再開と外需の回復により，輸出は増加に転じた。とくに，輸出先としては中国
およびアメリカ，品目としては電子電機部品・製品や手袋などのゴム製品，パー
ム油や関連製品の輸出が拡大している。輸出入総額は減少したが，輸入の落ち込
みによって貿易収支は1847億9390万リンギの黒字となった。
　消費者物価指数（CPI）の変化率は，第 1 四半期の0.9％から第 ₂ 四半期に－2.6％
に下落し，その後も－1.4％，－1.5％と推移した。国際的な原油価格の大幅下落
に伴う国内のガソリン価格下落の影響が大きかった。マレーシアリンギの為替
レートについては，新型コロナの感染拡大と国際的な原油価格の下落による財政
悪化の懸念から， ₃ 月に対ドル相場で一時 1 ドル4.4リンギ台まで下落したが，
徐々に回復し，年末には 1 ドル4.0リンギ台まで推移した。

新型コロナウイルス感染拡大に伴う景気悪化への政府の対応
　政府は2020年 ₂ 月以降， ₅ 回にわたり景気刺激策を発表した。中国での新型コ
ロナウイルス感染拡大，国内での感染拡大に伴う全土での MCO の実施，段階的
解除といった状況に応じて，マハティール暫定首相のもとで 1 回，PN 政権への
交代後は ₄ 回の景気刺激パッケージが打ち出された。
　第 1 弾は ₂ 月27日に発表された。中国を中心に新型コロナの感染が拡大してい
ることを受け， ₂ 月に入り希望連盟政権下で景気刺激策が検討され始めた。 ₂ 月
中は国内では感染がそれほど広がっていなかったため，観光業への打撃と輸出鈍
化への対応が中心となった。具体的には，（1）外国人観光客の減少に影響を受け
る観光業への支援，（2）中国のサプライチェーンの混乱によって影響を受ける輸
出産業を支えるための国内消費の喚起，（3）公共投資の継続と実施の迅速化や民
間投資の促進に重点が置かれた。そして政府は，観光関連産業への低金利融資，
観光関連の自営業者に対する給付金，被用者積立基金（EPF）への拠出金割合の引
き下げなどの施策に約200億リンギを割り当てた。
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　その後，政権交代と並行して国内で新型コロナの感染が拡大し， ₃ 月16日から
MCO を全国で実施したことを踏まえ，ムヒディン首相は27日に国民経済刺激策

（Prihatin）を発表した。（1）国民の生活や福祉の維持として1280億リンギ，（2）中
小企業を含む企業支援に1000億リンギ，（3）経済成長の強化に20億リンギをそれ
ぞれ割り当て，上述の第 1 弾を含め，総額約2500億リンギに上る予算規模となっ
た。ただし，直接の財政支出によって賄われたのは，250億リンギ分のみである。
Prihatin では，第 1 弾でも行われた医療関係者などへの特別手当の追加支給や個
人および企業の金融機関からの借り入れに対する支払い猶予の拡大に加え，賃金
補助金の給付，低・中所得者層などへの現金給付などを掲げた。また2020年度予
算で割り当てられていた東海岸鉄道（ECRL）や首都圏鉄道事業（MRT ₂ 号線）の建
設は，予定どおり継続されることが明記された。
　さらに政府は，関連団体からの要望を受け，中小企業向けの追加措置として約
100億リンギを割り当てる追加経済刺激策（Prihatin SME+）を ₄ 月 ₆ 日に発表した。
中小企業は国内の雇用の ₃ 分の ₂ 以上，GDP の約40％を占めている。ここでは
賃金補助金の対象拡大や零細事業者への特別助成，外国人労働者を雇用する企業
が支払う雇用税の引き下げなどが盛り込まれた。
　 ₅ 月以降，CMCO へと移行し，段階的に経済活動が再開されるなかで，政府
は ₆ 月 ₅ 日に短期での経済状況の改善を目指す国家経済再生計画（Penjana）を発
表した。一連の景気刺激策に引き続き，（1）国民，（2）企業，（3）経済環境に向け
て約350億リンギ（40施策）を充当し，うち100億リンギを政府からの直接の財政出
動とした。賃金補助金の給付期間延長，失業者や新卒の新規雇用や研修プログラ
ムに対する補助金，個人／法人向けのさまざまな税減免措置などの施策を講じた。
₉ 月23日には，総額100億リンギの国民経済刺激策補足イニシアティブパッケー
ジ（Kita Prihatin）のもとで，中小零細企業や低・中所得者層への助成金および現
金給付，賃金補助金プログラム第 ₂ 弾の実施を発表した。
　11月に下院へ提出された2021年度予算についても，これまでの景気刺激策を踏
襲し，新型コロナの感染拡大に影響を受けた経済や国民生活への支援策が中心と
なった。GDP の約20％にあたる総額3225億リンギが充てられ，前年の当初予算
2970億リンギを上回る過去最大規模の予算となった。
　前述した与党内および野党との対立により，予算審議はこれまでになく紛糾し
た。政府は，与野党の激しい突き上げに応えるかたちで11月初旬にザフルル財相
が演説した当初の予算案に修正を加え，改定した案をもって下院の採決を行うに
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至った。修正点は，（1）EPF の一部引き出し（i-Sinar プログラム）の対象拡大，（2）
低所得者層および中小企業のローン返済猶予延長，（3）再設置される政府の宣伝
部門への割当減額，（4）医療関係者など最前線の労働者に対する特別手当の追加
支給，（5）新型コロナウイルスの感染がとりわけ拡大しているサバ州に対する
5000万リンギの追加割当という ₅ 点であった。
　こうした多方面への包括的な経済支援策によって，財政支出は拡大している。
2009年の世界金融危機以降，マレーシアでは政府債務残高が急拡大してきたため，
過去の政権は財政健全化を重要課題としてきた。しかし，新型コロナの蔓延によ
る経済への影響軽減には景気刺激策に注力するほか手立てはなく，政府は「新型
コロナウイルスに関連する2020年政府財政一時措置法」を制定し，財政規律とし
て定めていた政府債務残高の上限値である GDP 比55％を2022年末まで60％に引
き上げることを定めた。上限値引き上げは，2009年の世界金融危機時に10ポイン
ト引き上げ GDP 比55％に変更して以来のことである。
　さらに同法では，同様に2022年末までの時限措置として，政府支出内での新型
コロナウイルス基金の新設を定めた。景気刺激策への割当やワクチン調達，供給
の費用など，新型コロナに関連する支出をこの基金から賄う目的で，2021年度予
算では650億リンギが割り当てられた。拡大する新型コロナ関連支出を通常の予
算配分とは別建てで一元的に管理し，透明性を高めることを政府は意図していた。
しかし，2020年12月には，財政状況の悪化と前述の政治的不安定を理由に，格付
け会社大手のフィッチ・レーティングスがマレーシアの信用格付けを「A－」か
ら「BBB＋」へ格下げしており，PN 政権は政局のみならず，経済や財政の運営
においても難しいかじ取りを迫られている。

医療用手袋の需要増大と外国人労働者問題
　産業界では，世界最大のゴム手袋生産メーカーである国内企業のトップグロー
ブが注目を集めた。新型コロナウイルスの蔓延により合成ゴムやニトリル製の医
療用手袋，医療用フェイスマスクなどの需要が世界中で急増し，2020年 ₉ ～11月
期の決算では，前年同期比で売上高が約 ₄ 倍（約48億リンギ），純利益が約20倍

（約24億リンギ）を記録した。この四半期のみで，過去最高益であった前年度の通
年の純利益を上回り，今後も手袋需要の拡大は続くと予測されている。
　しかし，そうした好況の一方で，生産に従事する外国人労働者への処遇に対し
国際的に非難が高まった。 ₇ 月15日，アメリカ税関・国境管理局は，強制労働の
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疑いからトップグローブの子会社 ₂ 社が製造した製品の輸入差し止めを命じた。
同社は，この差し止め命令は外国人労働者が雇用仲介業者へ支払う仲介料の問題
に起因しているとみており，年初より同社が仲介料を負担し，現在は2019年 1 月
以前に労働者が支払った仲介料の遡及支払いに取り組んでいるという。 ₆ 月にも，
イギリスの公共放送チャンネル ₄ が，トップグローブの製造現場では外国人労働
者が低賃金や過重労働といった劣悪な環境に置かれていると報じている。
　さらに，かねてより諸外国から人権侵害にあたると指摘されていた不衛生で過
密な外国人労働者の居住環境が原因となり，新型コロナの集団感染が起きた。ス
ランゴール州クランにあるトップグローブの製造工場および従業員宿舎での感染
を発端とする「テラタイ・クラスター」は約6200人の感染者を出し，国内最大規
模の集団感染となった。同社は，国内にある41工場のうちクラン周辺に位置する
28工場の操業を11月17日から段階的に停止し，全工場での稼働を再開できたのは
翌年 1 月 ₄ 日であった。
　北米地域はトップグローブの売上高の ₃ 割近くを占める市場だが，アメリカへ
の輸入差し止め措置は2021年に入っても継続している。また同社の1.07％の株式
を保有する資産運用大手ブラックロックが，2021年 1 月 ₆ 日の株主総会において，
外国人労働者の健康と安全に関する監督責任を怠ったとして，取締役 ₆ 人の再任
投票に反対票を投じた。取締役は全員再選したものの，外国人労働者の処遇改善
は同社の生産や経営の安定性を向上させるうえで重要な課題となっている。

対 外 関 係

新型コロナウイルスに関連する諸外国との関係
　外国人労働者の住居や不法滞在者の収容先で新型コロナウイルスの感染クラス
ターが多数発生したことで，外国人労働者に対する劣悪な処遇があらためて明る
みになり，国連や国際 NGO からの非難が集まっている。 ₃ 月から ₄ 月にかけて，
クアラルンプール市内のマスジット・インディア付近の複数の集合住宅でクラス
ター感染が発生し，当該建物が EMCO 下に置かれた。これらの住民数千人のう
ち ₇ 割以上が外国人労働者であった。国防相は，政府は食糧の調達などを支援す
ると述べる一方で，住民が必要な援助を受けられるように責任を負うのは各国大
使館であるとの認識を示し，関連行政機関への協力を求めた。これを受けて，イ
ンド，パキスタン，ネパールなどの各国大使館が保健省や福祉局，市役所，
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NGO などと連携し，支援に乗り出した。
　新型コロナウイルスワクチンの調達については，政府は10月にカイリー・ジャ
マルディン科学・技術・イノベーション相とアダム・ババ保健相を共同委員長と
して，ワクチン供給アクセス保証特別委員会を設置した。委員会主導でワクチン
の選択，交渉，登録認可，運輸，配布が実施される。12月末には，ワクチンを共
同購入する国際的な枠組みである COVAX ファシリティへの参加に加え，ファイ
ザーおよびアストラゼネカと直接交渉しそれぞれ調達が決定しており，さらに中
国のシノヴァクとカンシノ，ロシアのガマレヤと交渉中であることが明らかにさ
れた。政府が目標とする人口の約80％（合計2650万人）をこれらのワクチンでカ
バーできる予定であり，2021年 ₂ 月から無料接種プログラムを開始し2022年 ₂ 月
までの完了を目指している。

南シナ海問題が続く中国との関係
　中国との間では，南シナ海海域をめぐる問題が継続している。 ₄ 月，ボルネオ
島沖の排他的経済水域内で資源探査を行っていた国営石油会社ペトロナスの掘削
船が，海域へ渡航してきた中国政府の海警艇や測量船と対峙した。さらに，2019
年末に政府が国連に要請したボルネオ島沿岸の大陸棚限界画定に対し，中国側が
反論したことを受け，中国の主張する「九段線」には国際法上の根拠がなく，中
国からの反論を全面的に拒否するという口上書を政府は ₇ 月に国連に提出した。
ヒシャムディン・フセイン外相は，上記の事案の直後や以降の国会での質疑など
で，南シナ海問題は外交交渉を通じて平和的に解決されなければならず，意図し
ない衝突を回避することが重要だという主張をマレーシア政府の姿勢として，一
貫して強調している（The Star，2020年 ₄ 月23日）。

シンガポールとの関係
　シンガポールとの間では，両国のロックダウンに伴い，ジョホール州から国境
を渡ってシンガポールに通勤していた約10万人のマレーシア人労働者に多大な影
響が生じた。両国は ₈ 月に「相互グリーンレーン」および「定期的通勤アレンジ
メント」に合意した。前者により両国市民や永住者のビジネス目的の短期往来，
後者により最短 ₃ カ月の労働従事後に一時帰国・再入国することが可能となった。
　また，2018年の政権交代以降，計画実施が再検討されていたクアラルンプール
＝シンガポール間の高速鉄道（HSR）建設計画は撤回されることが決定した。両国
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選挙なき政権交代を実現するも，前途多難な新政権

は2020年 ₅ 月までの計画中断に合意していたが，新型コロナの感染拡大により，
その期限が12月末まで延長された。マレーシア政府は，新型コロナの影響を受け
た政府財政の悪化から計画案の変更を提案したが，両国間で合意に至らず，12月
31日の期限をもって，二国間協定が失効した。他方，ジョホール・バルとシンガ
ポールを結ぶ高速輸送システム（RTS）については，2019年にマハティール首相が
継続決定を表明しており， ₇ 月30日にムヒディン首相とシンガポールのリー・
シェンロン首相の立ち会いのもと計画再開の記念式典が開催され，11月から建設
が開始されている。

2021年の課題
　2020年10月頃から続く新型コロナ新規感染者の増加は，2021年に入っても止ま
ることはなく， 1 月12日，ムヒディン首相は ₈ 月 1 日あるいは感染収束までの全
土への非常事態宣言の発令を国王に求め，承認された。これにより，連邦議会を
一時停止し， ₆ 月に任期満了となるサラワク州議会などの選挙の実施を延期でき
ることとなった。UMNO 議員の離反により，与党 PN を支持する下院議員は既
に過半数を割っているという声もあり，非常事態終了後の与野党の動向，さらに
解散総選挙の有無について注視する必要がある。
　政府は，非常事態宣言と並行して 1 月13日から再度 MCO を発出し，移動制限
を課しており， ₂ 月からは順次ワクチン接種プログラムを実施する。感染拡大を
どれほど抑制できるかが，上述の政治状況に加えて，経済，とりわけ成長をけん
引してきた民間消費にも大きく影響を与えることとなる。電子電機製品・部品の
輸出は今後も好調が見込まれるが，州間移動や国際的な人の移動の制限緩和が進
めば，観光業を中心にサービス業も回復の可能性がみえてくるであろう。
　対外関係では，国際的な非難が高まった外国人労働者や不法滞在者への処遇の
改善が課題である。政府は ₂ 月に無料のワクチン接種プログラムの対象者に，外
国人労働者や不法滞在者，難民申請者も含めることを決定した。一方で， ₂ 月末
に入国管理局が不法滞在者として拘束していた約1000人のミャンマー人を本国へ
送還した。送還者には少数民族や亡命希望者が含まれるとみられ，さらに軍が権
力を掌握したミャンマーへの送還であるため，国連難民高等弁務官事務所や国際
NGO からマレーシア政府に対する批判が再び強まっている。また中国との南シ
ナ海問題については，ASEAN 各国との協力が問題の進展に影響するとみられる。

（地域研究センター）
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1 月 2 日 ▼マズリー教育大臣，辞任。暫定の
後任としてマハティール首相が兼任。
8 日 ▼インド政府がマレーシアからの精製

パーム油の輸入禁止を決定。カシミール問題
や新たに成立した改正国籍法をマハティール
首相が非難したことへの報復措置。政権交代
後，政府間関係は改善し ₅ 月頃に再開。
13日 ▼バドミントン選手の桃田賢斗を乗せ

た車がクアラルンプール国際空港へ移動中に
衝突事故。運転手が死亡，桃田らも入院。
15日 ▼キャッシュレス決済の使用を促進す

る「e-Tunai」プログラム開始。 ₃ 社を通じて，
前年の年収10万リンギ以下の利用者を対象に
30リンギを付与。
18日 ▼サバ州キマニス下院選挙区補欠選挙

で国民戦線 UMNO のモハマド・アラミンが
勝利。2018年総選挙時，選挙委員会の当該選
挙区での開票作業に過失があり結果に影響を
与えたと裁判所が認め，再選挙。約 1 万票を
獲得した州与党サバ伝統党候補に対し，
UMNO が約 1 万2000票を獲得。
22日 ▼中央銀行，政策金利（OPR）を0.25％

引き下げ，2.75％へ。2011年以来の低水準。
2 月 4 日 ▼パキスタンのイムラン・ハーン首
相，来訪。マハティール首相と会談。

▼政府，今後35年を見据えた国内自動車産
業の展開に関する計画「国家自動車政策」を
発表。
23日 ▼ ムヒディン Bersatu 総裁，ザヒド

UMNO 総裁，アズミン PKR 副総裁，ジョハ
リ GPS 会長，シャフィWarisan 総裁，ハディ・
アワン PAS 総裁が国王と面会後，シェラトン
ホテルで会合。
24日 ▼ マハティール首相，辞任。併せて

Bersatu 会長も辞任。

▼ Bersatu が与党連合希望連盟を離脱。

▼ アズミン副総裁とズライダ副総裁補が
PKR から追放。下院議員 ₉ 人がともに PKR
を離党。

▼国王がマハティールを暫定首相に任命。
25日 ▼国王が下院の全議員と面会，誰を首

相として指名するか聞き取り（～26日）。
26日 ▼マハティール暫定首相，テレビ演説。

Bersatu は PAS と UMNO との連合を組むた
めに希望連盟を離脱したが，UMNO との連
合は受け入れられないため辞任した，どの政
党にも偏らない統一政府を組みたいと発言。
27日 ▼ジョホール州スルタンが州議会議員

との面談を終え，Bersatu と PAS，BN による
新しい連立州政府の樹立を発表。

▼新型コロナウイルス感染症拡大による経
済への影響を軽減するため，暫定首相が経済
刺激策を発表。
28日 ▼トミー・トーマス司法長官，辞任。
29日 ▼ 国王は BN，PAS，Bersatu ら国家同

盟（PN）が支持するムヒディン・ヤシン Ber-
satu 総裁を第 ₈ 代首相に任命。
3 月 1 日 ▼ムヒディン首相，王宮で就任宣誓。
3 日 ▼中央銀行，OPR を2.5％へ引き下げ。
6 日 ▼イドルス・ハルン元連邦裁判事，司

法長官に任命。

▼ ラティーファ・コヤ汚職防止委員会
（MACC）委員長，辞任。
9 日 ▼ムヒディン首相，新内閣を発表。閣

僚のうち ₄ 人を上席大臣としたものの，副首
相を選任せず。

▼マラッカ州で UMNO のスライマン・ア
リが新州首相に就任。連邦での政権交代によ
り州政権が崩壊し，Amanah のエイドリー・
ザハリ州首相が同月 ₃ 日に解任されていた。

▼ Bersatu のファイザル・アズムペラ州首
相が Bersatu，UMNO，PAS による新州政権の

重要日誌 マレーシア　2020年
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樹立を発表。DAP から ₂ 人，PKR，Amanah
から各 1 人離党し PN 支持に回ったため。

▼ アザム・バキ元 MACC 副委員長，新委
員長に任命。
10日 ▼新内閣31人が国王に就任宣誓。

▼ペラ州首相のファイザル・アズム，辞任。
UMNO と PAS がそれぞれ異なる候補を首相
指名したため。13日に再度就任宣誓。
16日 ▼政府，新型コロナ感染拡大抑止のた

め活動制限令（MCO）を同月18日から施行す
ると発表。同日時点で国内の総感染者数が
553人となり，東南アジアで最多。
24日 ▼中央銀行，新型コロナウイルス感染

症の拡大に伴い，個人および中小企業向けの
ローンや融資の返済について ₆ カ月の猶予期
間を設けると発表。 ₄ 月 1 日から適用。
25日 ▼ 政府，MCO を ₄ 月14日まで ₂ 週間

延長すると発表。
27日 ▼ムヒディン首相，新型コロナウイル

スの流行拡大に伴い，追加の経済刺激策「Pri-
hatin」を発表。前月末にマハティール暫定首
相が発表していた200億リンギの経済刺激策
を含む，総額2500億リンギ相当。

▼政府，感染者数がとくに多い地区で強化
された活動制限令（EMCO）を適用すると発表。
期間中住民は外出不可，住民以外は地域に立
入禁止，当局が住民に食料提供を行う。
4 月 1 日 ▼ 政府，PAS 総裁アブドゥル・ハ
ディ・アワンを大臣級の中東地域特使に任命。
6 日 ▼首相，賃金保障の拡大や中小零細企

業向けの助成など100億リンギ規模の追加の
経済政策を発表。
10日 ▼政府，活動制限令をさらに ₄ 月28日

まで ₂ 週間延長すると発表。
14日 ▼ 首相，新型コロナ対策に関する

ASEAN 特別サミット（オンライン）に出席。
15日 ▼教育省， ₉ ～10月に実施予定だった

国内統一試験の UPSR（初等教育到達度試験），
PT ₃（中等教育 ₃ 年次評価）の中止を発表。
SPM（中等教育修了試験）などは2021年第 1 四
半期に，STPM（大学入学資格試験）も ₅ 月か
ら ₈ 月へ実施を延期。
23日 ▼政府，活動制限令をさらに ₅ 月12日

まで延長すると発表。 ₃ 回目の延長。
28日 ▼政府，活動制限令下での操業が許可

された一部産業の企業に対し，29日からの稼
働を許可。政府が定めた標準運用手順を遵守
しない場合，操業許可は取り消される。
5 月 1 日 ▼首相，大規模な集まりを伴わない
経済活動の再開を許可する条件付き活動制限
令（CMCO）を発表。 ₄ 日より適用。ただし州
政府は状況に応じて規制の強化を選択できる。
サラワク，サバ，ペナン，パハン，クランタ
ン，クダ各州では，従来の活動制限令を12日
までは維持することを決定。
5 日 ▼ 中央銀行，OPR を0.5％引き下げ，

2.00％へ。
8 日 ▼首相，アメリカのトランプ大統領と

電話会談。
10日 ▼首相， ₅ 月12日から ₆ 月 ₉ 日までの

CMCO 延長を発表。断食明けの訪問は初日
のみ同一州内で最大20人まで許可。
14日 ▼クアラルンプールのセッションズ裁

判所は，ナジブ元首相の継子であるリザ・ア
ジズに対する 1 MDB に関連する ₂ 億4800万
ドルのマネー・ローンダリングの容疑につい
て，連邦政府への数百万リンギの返還の合意
を条件に起訴取り下げを認める。
17日 ▼ 12日に PKR の州議会議員 ₂ 人が離

党，PN 支持を表明し，PH が州議会の過半
数を維持できなくなったため，クダ州のムク
リズ州首相が辞任。PAS のムハンマド・サヌ
シが新州首相に就任。
18日 ▼下院招集。国王が演説し，前政権に
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よる国家汚職防止計画の継続遂行と新型コロ
ナウイルスに影響を受けた企業やビジネスへ
の支援策の策定を求める。
28日 ▼ 18日の下院開会時に野党席に座った

ことを理由に，Bersatu はマハティール元首
相ら ₅ 人の党員資格の無効を発表。
31日 ▼マレーシア，シンガポール両政府は，

クアラルンプール＝シンガポール間高速鉄道
（HSR）計画の一時停止を2020年12月31日まで
延長することに合意したと発表。
6 月 5 日 ▼ 首相，短期経済刺激策「Penjana」
を発表。
7 日 ▼首相， ₅ 月 ₄ 日から適用されていた

CMCO を ₆ 月10日から緩和し，回復（Recovery）
段階に入ると発表。夜間市場などは ₆ 月15日
から再開，州間移動なども緩和される。
RMCO は ₈ 月31日までを予定。
9 日 ▼高裁，サバ州前州首相のムサ・アマ

ンによる州内の木材伐採権に関連した汚職な
ど46件の罪状について無罪を認定。検察が起
訴の取り下げを申請していた。
24日 ▼ 中学高校の SPM，STPM 等受験学

年を対象に授業を再開。約2440校，50万人の
生徒が対象。 ₇ 月 1 日には幼稚園，保育園，
15日から中高他学年，小学校 ₅ ・ ₆ 年生，22
日から小学校他学年が順次再開。
7 月 4 日 ▼ UMNO 現職議員の死去により，
パハン州議会チニ選挙区補欠選挙実施。
UMNO のモハマド・シャリムが勝利。野党
は新型コロナウイルスの影響により選挙キャ
ンペーンが制約されるため候補者を擁立せず。
無所属候補者 ₂ 人のうち， 1 人は Bersatu の
元副支部長だったが，選挙に候補者を擁立し
ない党の方針に背いたため除名された後，マ
ハティール元首相が支持を表明していた。
7 日 ▼中央銀行，OPR を1.75％へ引き下げ。
13日 ▼下院招集。希望連盟政権下で任命さ

れた議長の解任動議を賛成票111，反対票109
で可決。前選挙管理委員会委員長が新議長に。
28日 ▼クアラルンプール高等裁判所，SRC

インターナショナルに関連した汚職，マ
ネー・ローンダリング，権力濫用など ₇ 件の
容疑について，ナジブ元首相を有罪とし，禁
錮12年，罰金 ₂ 億1000万リンギを科す判決を
下す。ナジブ元首相は控訴。
30日 ▼サバ州議会が解散。

▼ジョホール州とシンガポールを結ぶ高速
輸送システム（RTS）計画再開記念式典が両国
首相臨席のもと開催。
8 月 1 日 ▼公共の場におけるフェイスマスク
の着用を義務付ける規則が施行。違反者には
最大1000リンギの罰金。
6 日 ▼ MACC，元財務相で DAP 書記長の

リム・ガンエンを逮捕。ペナン州首相時代の
海底トンネル計画における汚職容疑。
7 日 ▼マハティール前首相，新党結成を発

表。総裁はムクリズ。12日に党名を「Pejuang」
（祖国戦士党）とすると発表，19日に結社登録
局へ登録申請。
17日 ▼補正予算案が下院で可決。
21日 ▼コタキナバル高等裁判所，ムサ・ア

マン元州首相と州議会議員32人が行った，サ
バ州知事による州議会の解散決定の無効を求
める申請を却下。 ₉ 月 ₈ 日には，控訴裁がム
サらの上訴を棄却。
22日 ▼ ₂ 月に PKR を離党したアズミン・

アリ国際貿易産業大臣ら下院議員10人が
Bersatu に正式に加入したと発表。アズミン
とズライダ住宅・地方政府相は Bersatu 最高
評議会委員に任命（ ₉ 月 ₇ 日）。
24日 ▼新型コロナウイルス対策に関わる政

府財政の一時措置法案が下院で可決。財政の
公的債務上限を対 GDP 比55％から60％に引
き上げ。25日には首相が発表した各種経済刺
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激策に対応する一時措置法案も下院で可決。
28日 ▼ 12月末までの RMCO 延長を発表。
29日 ▼現職議員の死去により，ペラ州議会

スリム選挙区補欠選挙実施。UMNO のモハ
ド・ザイディ・アジズ，約85％の得票率で勝
利。他の ₂ 人の無所属候補のうち 1 人をマハ
ティールらの新党が支援していた。
31日 ▼ 元 Bersatu 青年部部長のサイード・

サディク，新党「マレーシア統一民主同盟」
（MUDA）の結成を宣言。 ₉ 月17日に結社登
録局へ政党登録を申請。
9 月22日 ▼道路交通法改正案が上院で可決。
飲酒運転の基準や危険運転への罰則が厳格化。
23日 ▼ PKR のアンワル総裁が，政権の樹

立に必要である下院議員の過半数の支持を得
たと記者会見で表明。
26日 ▼サバ州議会選挙が実施され，UMNO，

PN，サバ統一党（PBS）によるサバ人民連合
（GRS）が，Warisan ら州与党連合を破り勝利。
Bersatu のハジジ・ヌールが新州首相に。
30日 ▼政府，国連の核兵器禁止条約を批准

する文書に署名したと発表。マレーシアは46
番目の批准国に。

▼アメリカ税関・国境管理局，労働者に対
する暴力や虐待を理由にパーム油生産大手
FGV からのパーム油の輸入禁止を決定。12
月30日に同業 Sime Darby へも同様の措置。
10月13日 ▼ サバ州全土に CMCO を適用。ク
アラルンプールおよびプトラジャヤ連邦直轄
領，スランゴール州でも14日から適用。

▼中国の王毅外相が来訪。ヒシャムディン
外相，首相（自宅隔離中のためオンライン参
加）と会談。
14日 ▼内閣は，新型コロナウイルスワクチ

ン供給アクセス保証特別委員会の設置に合意。
25日 ▼ムヒディン首相が前日に要請した非

常事態宣言の発令を，国王が却下。

11月 9 日 ▼ ₉ 州 ₃ 直轄領を対象に，12月 ₆ 日
まで CMCO の施行を拡大・延長。
15日 ▼ 政府，地域的な包括的経済連携

（RCEP）協定に署名。
18日 ▼現職議員の死去により12月 ₅ 日に予

定されていた下院補欠選挙を延期するため，
サバ州バトゥ・サピ地区に非常事態宣言を発
令。
19日 ▼ APEC 首脳会談（～20日）。オンラ

イン形式で開催。マレーシアが議長国を担当。

▼パハン州議会，最大 ₅ 人の州議会議員に
ついて，選挙による選出ではなく，議会によ
る任命を可能とする州憲法の改正案を可決。
議員 ₇ 人が支持する任命動議が議会の過半数
によって可決されることが要件。
21日 ▼ジョホール，トレンガヌ，クダ，マ

ラッカ各州の CMCO を一部地域を除き解除
し，RMCO へ移行。一方，クランタン州で
CMCO が施行。
12月 4 日 ▼ フ ァ イ ザ ル・ ア ズ ム 州 首 相

（Bersatu）に対する信任投票がペラ州議会で
否決。同月10日に UMNO のサーラニ・モハ
マドが新州首相として就任。
6 日 ▼クアラルンプール直轄領およびサバ

州の全域，スランゴール，ジョホール，ヌグ
リスンビラン，ペナン，ペラ，クランタン各
州の一部地域での CMCO が延長，これらを
除く地域では RMCO へ移行。同月20日，29
日も一部州・地域で CMCO が再延長。
15日 ▼ 2021年度予算案が下院で可決。
21日 ▼クアラルンプール高等裁判所，不動

産会社からの200万リンギの収賄容疑に関し
て，アドナン・マンソール元連邦直轄領大臣
を有罪とし，禁錮12年と罰金200万リンギを
求刑。同氏は同月 ₇ 日に別の収賄容疑に関し
て起訴が取り下げられている。
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　 1 　国家機構図（2020年12月末現在）

（注）　＊連邦元首，州元首に関わる訴訟を取り扱う。
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　 2 　ムヒディン内閣名簿
� （₂₀₂₀年12月末現在）

首相 Muhyiddin Yassin ［Bersatu］
　首相府
　経済担当
大臣 Mustapa Mohamed ［Bersatu］
副大臣 Arthur Joseph Kurup ［PBRS］
　特別機能担当
大臣 Mohd. Redzuan Md. Yusof ［Bersatu］
副大臣  Mastura Mohd. Yazid ［UMNO］
　議会・法律担当
大臣 Takiyuddin Hassan ［PAS］
副大臣 Shabudin Yahaya ［Bersatu］
　宗教問題担当
大臣 Zulkifli Mohamad Al-Bakri ［無所属］
副大臣 Ahmad Marzuk Shaary ［PAS］
　サバ・サラワク問題担当
大臣 Maximus Johnity Ongkili ［PBS］
副大臣 Hanifah Hajar Taib ［PBB］
　財務省
大臣 Zafrul Abdul Aziz ［無所属］
副大臣 Abdul Rahim Bakri ［Bersatu］
 Mohd. Shahar Abdullah ［UMNO］
　国防省
大臣 Ismail Sabri Yaakob＊ ［UMNO］
 ＊上級大臣（安全保障・団結）

副大臣 Ikmal Hisham Abdul Aziz ［Bersatu］ 
　内務省
大臣 Hamzah Zainudin ［Bersatu］
副大臣 Jonathan Yasin ［Bersatu］
 Ismail Mohamed Said ［UMNO］
　外務省
大臣 Hishammuddin Tun Hussein ［UMNO］
副大臣 Kamarudin Jaffar ［Bersatu］
　国際貿易産業省
大臣 Mohamed Azmin Ali＊ ［Bersatu］

 ＊上級大臣（金融・経済）

副大臣 Lim Ban Hong ［MCA］
　国内商業・消費者問題省
大臣 Alexander Nanta Linggi ［PBB］
副大臣 Rosol Wahid ［Bersatu］
　人的資源省
大臣 Saravanan Murugan ［MIC］
副大臣 Awang Hashim ［PAS］
　運輸省
大臣 Wee Ka Siong ［MCA］
副大臣 Hasbi Habibollah ［PBB］
　住宅・地方政府省
大臣 Zuraida Kamaruddin ［Bersatu］
副大臣 Ismail Abd. Muttalib ［UMNO］
　公共事業省
大臣 Fadillah Yusof＊ ［PBB］
 ＊上級大臣（インフラ開発）

副大臣 Eddin Syazlee Shith ［Bersatu］
　教育省
大臣 Mohd. Radzi Md. Jidin＊ ［Bersatu］
 ＊上級大臣（教育・社会）

副大臣 Muslimin Yahaya ［Bersatu］
 Mah Hang Soon ［MCA］
　高等教育省
大臣 Noraini Ahmad ［UMNO］
副大臣 Mansor Othman ［Bersatu］
　農業・食品産業省
大臣 Ronald Kiandee ［Bersatu］
副大臣 Ahmad Hamzah ［UMNO］
 Che Abdullah Mat Nawi ［PAS］
　村落開発省
大臣 Abdul Latiff Ahmad ［Bersatu］
副大臣 Abdul Rahman Mohamad ［UMNO］
 Henry Sum Agong ［PBB］
　エネルギー・天然資源省
大臣 Shamsul Anuar Nasarah ［UMNO］
副大臣 Ali Anak Biju ［Bersatu］
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　科学・技術・イノベーション省
大臣 Khairy Jamaluddin ［UMNO］
副大臣 Ahmad Amzad Hashim ［PAS］
　保健省
大臣 Adham Baba ［UMNO］
副大臣 Noor Azmi Ghazali ［Bersatu］
 Aaron Ago Dagang ［PRS］
　通信・マルチメディア省
大臣 Saifuddin Abdullah ［Bersatu］
副大臣 Zahidi Zainul Abidin ［UMNO］
　環境・水省
大臣 Tuan Ibrahim Tuan Man ［PAS］
副大臣 Ahmad Masrizal Muhammad ［UMNO］
　企業家開発・協同組合省
大臣 Wan Junaidi Tuanku Jaafar ［PBB］
副大臣 Mas Ermieyati Samsudin ［Bersatu］
　観光・芸術・文化省
大臣 Nancy Shukri ［PBB］
副大臣 （空席）
　女性・家族・コミュニティ開発省
大臣 Rina Harun ［UMNO］
副大臣 Siti Zailah Mohd. Yusoff ［PAS］
　青年・スポーツ省�
大臣    Reezal Merican Naina Merican ［UMNO］
副大臣 Wan Ahmad Fayhsal ［Bersatu］
　プランテーション産業・商品省
大臣 Mohd. Khairuddin Aman Razali ［PAS］
副大臣 Willie Mongin ［Bersatu］
 Wee Jeck Seng ［MCA］
　連邦領省
大臣 Annuar Musa ［UMNO］
副大臣
 Edmund Santhara Kumar Ramanaidu ［Bersatu］
　国民統合省
大臣 Halimah Mohamed Sadique ［UMNO］
副大臣 Ti Lian Ker ［MCA］

　 3 　州首相名簿
　
プルリス州 Azlan Man ［UMNO］
クダ州 Muhammad Sanusi Md Nor ［PAS］
ペナン州 Chow Kon Yeow ［DAP］
ペラ州 Saarani Mohamad ［UMNO］
スランゴール州 Amirudin Shari ［PKR］
ヌグリ・スンビラン州
 Aminuddin Harun ［PKR］
マラッカ州 Sulaiman Md Ali ［UMNO］
ジョホール州 Hasni Mohammad ［UMNO］
クランタン州 Ahmad Yakob ［PAS］
トレンガヌ州 Ahmad Samsuri Mokhtar ［PAS］
パハン州 Wan Rosdy Wan Ismail ［UMNO］
サバ州 Hajiji Noor ［Bersatu］
サラワク州
 Abang Zohari Abang Openg ［PBB］

（注）［　］内は所属政党。略称は以下のとおり。
　Bersatu（Parti Pribumi Bersatu Malaysia）： マ

レーシア統一プリブミ党，DAP（Democratic 
Action Party）：民主行動党，MCA（Malaysian 
Chinese Association）：マレーシア華人協会，
MIC（Malaysian Indian Congress）： マ レ ー シ
ア・ イ ン ド 人 会 議，PAS（Parti Islam Se-
Malaysia）：汎マレーシア・イスラーム党，
PBB（Parti Pesaka Bumiputra Bersatu）：統一ブ
ミプトラ伝統党，PBRS（Parti Bersatu Rakyat 
Sabah）：サバ人民統一党，PBS（Parti Bersatu
　Sabah）：サバ統一党，PKR（Parti Keadilan 
Rakyat）：人民公正党，UMNO（United Malays 
National Organization）：統一マレー人国民組
織，PRS（Parti Rakyat Sarawak）：サラワク人
民党。
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　 1　基礎統計
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

人 口（1,000人） 30,709 31,186 31,634 32,023 32,382 32,523 32,6571）

労 働 力 人 口（1,000人） 14,264 14,518 14,668 14,980 15,280 15,582 15,9222）

消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 3.2 2.1 2.1 3.7 1.0 0.7 -1.2
失 業 率（％） 2.9 3.1 3.4 3.4 3.3 3.3 4.82）

為替レート（ 1 ドル＝リンギ）3） 3.273 3.906 4.148 4.300 4.035 4.142 4.203
（注）　 1 ）推計値。 ₂ ）2020年12月時点。 ₃ ）年平均値。
（出所）　人口：Department of Statistics Malaysia, Current Population Estimates, Malaysia, 2020。労働力人口，

失業率，消費者物価上昇率，為替レート：Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and Statistics, 2021
年 1 月号。

　 2　連邦政府財政 （単位：100万リンギ）
2014 2015 2016 2017 2018 2019 20201）

経 常 収 入 220,626 219,089 212,421 220,406 232,883 264,415 227,270
経 常 支 出 219,589 216,998 210,173 217,695 230,960 263,343 226,720
経 常 収 支 1,037 2,091 2,248 2,711 1,922 1,072 550
純 開 発 支 出 38,451 39,285 40,648 43,032 55,307 52,570 49,000
総 合 収 支 -37,414 -37,194 -38,400 -40,321 -53,385 -51,498 -86,4502）

資 金 調 達 源
純 国 外 借 入 -356 727 835 -342 -320 6,977 -303
純 国 内 借 入 37,557 38,931 37,859 40,750 51,973 46,688 87,051
資 産 の 変 化3） 208 -2,464 -294 -87 1,732 -2,166 -298

（注）　 1 ）修正推計値。 ₂ ）新型コロナウイルス基金（38,000リンギ）への支出を含む。 ₃ ）＋は資産の取
り崩しを意味する。　

（出所）　2020年：Ministry of Finance, Fiscal Outlook and Federal Government Revenue Estimates 2021。2019
年以前：Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and Statistics，2020年12月号。
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　 3 　支出別国民総所得（名目価格） （単位：100万リンギ）
2016 2017 2018 2019 20201）

消 費 支 出 841,704 926,807 1,003,787 1,080,393 1,078,881
民 間 684,681 759,746 830,829 903,720 899,102
政 府 157,023 167,061 172,958 176,673 179,779

総 固 定 資 本 形 成 318,895 343,931 350,297 346,844 307,572
民 間 211,525 234,514 245,712 252,471 222,026
政 府 107,370 109,417 104,585 94,374 85,546

在 庫 増 減 5,970 6,656 -8,626 -28,957 -27,679
財 ・ サ ー ビ ス 輸 出 834,491 960,778 994,860 985,283 842,053
財・ サ ー ビ ス 輸 入（－） 751,363 866,524 893,403 872,871 761,454
国 内 総 生 産（GDP） 1,249,698 1,372,310 1,447,451 1,510,693 1,439,374
海 外 純 要 素 所 得 -34,592 -38,658 -51,586 -40,267 -26,227
国 民 総 所 得（GNI） 1,215,105 1,332,990 1,395,328 1,470,426 1,415,688
（注）　 1 ）推計値。
（出所）　2020年：Ministry of Finance, Fiscal Outlook and Federal Government Revenue Estimates 2021。 

2019年以前：Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and Statistics, 2020年12月号。

4 　産業別国内総生産（実質：2015年価格） （単位：100万リンギ）
2016 2017 2018 2019 2020

農 業 ・ 漁 業 ・ 林 業 93,977 99,509 99,579 101,549 99,331 
鉱 業 ・ 採 石 105,368 105,838 103,512 101,438 91,342 
製 造 業 273,899 290,464 304,843 316,320 308,054 
建 設 業 59,508 63,522 66,194 66,266 53,406 
サ ー ビ ス 業 680,561 723,361 772,685 820,069 774,857 

電 気 ・ ガ ス 27,075 27,671 28,906 30,534 29,475 
水 道 6,337 6,725 7,172 7,720 8,277 
卸 売 89,007 94,906 101,927 107,585 101,543 
小 売 84,103 92,077 101,471 110,044 103,523 
自 動 車 22,598 22,902 23,769 24,713 22,492 
宿 泊 8,256 8,704 9,230 9,842 4,887 
飲 食 業 30,575 33,043 36,263 40,038 31,777 
運 輸 ・ 倉 庫 44,463 47,212 50,219 53,650 41,908 
情 報 ・ 通 信 67,301 73,113 79,210 84,426 89,498 
金 融 60,888 63,973 66,478 69,472 71,127 
保 険 19,835 20,559 22,602 23,739 24,557 
不動産・ビジネスサービス 54,965 59,132 63,609 68,565 58,172 
行 政 サ ー ビ ス 104,620 109,694 114,682 118,871 124,210 
そ の 他 サ ー ビ ス 60,539 63,649 67,145 70,870 63,411 

輸 入 税（＋） 16,000 18,076 16,002 15,812 15,037 
国 内 総 生 産（GDP）1） 1,229,312 1,300,769 1,362,815 1,421,454 1,342,027 
実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％） 4.5 5.8 4.8 4.3 -5.6 
（注）　 1 ）購入者価格表示。
（出所）　Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and Statistics，2021年 1 月号。
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　 5 　国際収支� （単位：100万リンギ）
2016 2017 2018 2019 2020

経 常 収 支 29,907 38,296 32,295 50,850 62,120
貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 83,128 94,255 97,106 112,412 91,147

貿 易 収 支 102,046 117,113 114,621 123,334 139,133
輸 出 686,896 801,394 830,137 815,470 778,203
輸 入 584,850 684,281 715,516 692,136 639,070

サ ー ビ ス 収 支 -18,917 -22,858 -17,515 -10,922 -47,985
第 一 次 所 得 収 支 -34,592 -38,658 -45,082 -40,267 -26,227
第 二 次 所 得 収 支 -18,629 -17,300 -19,729 -21,294 -2,800

資 本 移 転 等 収 支 102 -26 -89 331 -415
金 融 収 支 -249 -4,730 11,430 -33,796 -79,121

直 接 投 資 13,792 16,171 10,103 5,578 -162
証 券 投 資 -14,203 -15,358 -49,396 -29,026 -49,124
金 融 派 生 商 品 -802 -197 981 -478 1,614
そ の 他 投 資 964 -5,346 49,742 -9,870 -31,448

誤 差 脱 漏 -23,899 -17,132 -35,878 -8,969 -1,990
総 合 収 支 5,860 16,409 7,758 8,416 -19,406
外 貨 準 備 高1） 423,930 414,651 419,572 424,090 432,244
（注）　IMF 国際収支マニュアル第 ₆ 版に基づく。ただし，金融収支の符号については（－）は資本流出，

（＋）は資本流入を意味する。 1 ）特別引出権，IMF ポジション，金および外貨。
（出所）　Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and Statistics，2021年 1 月号。

6 　国・地域別貿易 （単位：100万リンギ）
2017 2018 2019 2020

輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
ア メ リ カ 88,680 65,275 90,811 64,947 96,542 68,678 108,814 69,363 
日 本 75,597 63,611 70,385 63,858 65,998 63,594 61,688 61,039 
中 国 125,957 164,445 139,147 175,417 140,931 175,667 158,596 171,177 
韓 国 28,586 39,119 34,237 39,284 34,230 38,828 34,567 45,215 
台 湾 23,962 54,755 32,814 63,576 37,032 57,046 33,855 57,656 
香 港 47,713 14,011 74,831 15,141 66,624 14,064 68,124 14,164 
A S E A N 271,636 214,651 287,114 224,559 286,466 205,047 272,915 174,482 

シンガポール 135,628 92,729 140,249 103,071 137,078 89,497 142,163 73,649 
タ イ 50,508 48,141 57,061 48,624 56,318 44,277 45,272 34,148 
インドネシア 33,631 37,879 31,907 40,490 31,328 38,898 29,588 36,577 
ブ ル ネ イ 2,308 2,600 2,213 1,749 2,289 1,941 2,777 1,936 
フ ィ リ ピ ン 16,521 8,976 16,955 9,199 18,607 9,030 17,581 8,758 
ベ ト ナ ム 27,597 22,626 34,329 19,457 35,387 19,589 30,888 17,952 
カ ン ボ ジ ア 1,247 709 1,549 706 2,595 685 1,495 477 
ミ ャ ン マ ー 4,134 967 2,810 1,233 2,831 1,089 3,096 936 
ラ オ ス 62 24 41 29 34 41 56 48 

イ ン ド 34,531 26,853 36,343 26,497 38,587 24,285 30,387 24,903 
オーストラリア 32,377 20,092 33,540 21,585 28,448 23,322 24,313 19,471 
E U1） 95,291 79,626 98,645 84,800 96,912 78,895 93,969 65,460 
ロ シ ア 2,794 3,554 2,768 4,670 3,646 4,461 2,994 3,202 
そ の 他 107,803 90,432 102,953 95,472 99,656 95,523 90,766 90,063 
合 計 934,927 836,422 1,003,587 879,804 995,072 849,411 980,988 796,194 
（注）　 1 ）EU という項目に含まれている国は，イギリス，ドイツ，オランダ，フランス，イタリア，

ベルギー，ルクセンブルグ，デンマーク，アイルランド，ギリシャ，スペイン，ポルトガル，オー
ストリア，フィンランド，スウェーデン，その他（詳細なし）。

（出所）　Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and Statistics，2021年 1 月号。


